Gravitational Instabilities in Quantized Systems (量子化された系の重力不安定性) by 菊地 幸男
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 値は16πGρ1・(ρド論π2T4)蝉f立とする
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 論文審査の結果の要旨
 重力場の理論では古典的な扱いをしたとき種々の不安定性がしられている。本論文では量子
 化された重力理論において,重力子は有限温度で虚数の質量を持ち,重力子は不安定になるこ
 とを示した。これは古典論でのJealls不安定性に対処する。
 有限温度で物質場(スカラー場,およびスピン1/2場を考える)と相互作用している重力場を考
 える。空間はミンコフスキー空間とし,重力子の定義は4通りの異なる定義を用い,1ループ
 近似で重力子の有効質量mgを求めた。
 自己エネルギーテンソルH。β,γδを用いると重力子の質量mgは
 m長二2(H。。,。。一n∫`μ.oo)で分えられる。4通りの重力子の定義に対し,計算されたm憲は同一
 の{直にな1)
 m長=一48πGρ(T)
 となった。Gは重力定数,ρ(T)は温度丁における物質のエネルギー密度で,高温ではT4に比
 1列する。
 m還の値は古典論の3倍になる。しかし,tadpoleダイアグラムといわれる項の計算がshlgu-
 larで確定できないため,古典論とσ)相違が実際存在するかについては結論は今後の課題に残
 され.た。
 次に空間の曲率の効果を調べるためリーマンク)正準坐標の方法を用いて調べた。
!6
 m許』48πGρ(Tトすフτ2G2T2ρ(T)
 となり,右辺の第2項は曲率の効果である。曲率の効果は重力子の不安定性をさらに増大する
 ことカζ示された。
 本論文は量子化された重力場の理論で董力子は不安定で虚数の質量を持つこと,この不安定
 さは曲一一コた空間ではさらに増大することを示したもので新しい知見を得たと認められる。また
 著者が自立して研究活動を行なうに必要な高度の研究能力と学識を有することを示している。
 よって,菊地幸男提出の論文は理学博士の学位論文として合格と認める。
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